
地域企業デジタル人財育成モデル構築事業 取組事例

デジタルツールにより従業員の勤怠管理を省力化

株式会社フォース安全科学
所在地：青森県弘前市大字糠平字桜山１４３－１
従業員：７名
主な業務：交通誘導業務、施設警備、防災管理

（ＩＴツールの比較・導入・検証）

【会社概要】

【取組時の状況】

【課題】

◆ 勤怠や給与の管理業務に時間が掛かっている。

◆効率化のためツールを導入したいが、適切なツールの選定方法
が分からない。

◆創業したばかりで、業務の体制が整っていない状態であり、事
務作業を現場に出る従業員が兼務していた。

◆ freee会計を導入していたが、機能を使いこなせず、勤怠や給与
の管理をExcelで行っていた。

◆出退勤の確認を電話で行っていた。

【専門家の支援内容】
◆ 勤怠管理に最適なツールを提案した。

◆ 既存のExcelファイルからのデータの移行を支援するとともに、
導入後の業務フローの構築を支援した。
（指導専門家：ＣａｌｍＴｅｃｈ 代表 古川 勝也 氏）

【今後の展望】

◆ freee人事労務とfreee会計の連携を図り、給与支払い業務の
自動化を図りたい。

◆従業員間でツール操作の共有を図りたい。

【成果】

令和4年度実施

◆専門家の助言により、freee人事労務を導入した。

◆ 勤怠報告を従業員のスマートフォンから報告できるようにな
り、電話での出退勤の確認が不要になり、勤怠管理も自動化さ
れた。

◆ 年末調整を従業員のスマートフォンから申告できるようにな
り、関係書類のデータ保存が可能となった。＜【改善前】勤務管理等の業務フロー＞ ＜【改善後】勤務管理等の業務フロー＞


